
10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

題
名

と
氏
名

は
書
か
ず
に
、

◆
か
ら
書
き
始
め
ま
し
ょ

う
。

注
意
す
る
点

①
　
八

行
以
上
、

十
行
以
内
で
書
く
こ
と
。

解
答
用
紙
の
◆
か
ら
書
き
始
め
る
こ
と
。

②
　
二
つ
の
段
落
に
分
け
て
書
く
こ
と
。

③
　
一
つ
目
の
段
落
に
は
、

資
料
か
ら
わ
か
る
こ
と
を
書
く
こ
と
。

④
　
二
つ
目
の
段
落
に
は
、

「
ア
：

全
員
同
じ
量
に
す
る
」
と
「
イ
：

自
分
で
量
を
選
べ
る
よ
う
に
す
る
」
の
ど
ち
ら
に
す
べ
き
か
、

自
分
の

立
場
を
明
確
に
し
、

理
由
を
書
く
こ
と
。

ア　これまでどおり全員同じ量にする

・みんなに同じ量を配る

・配るのが早く、公平で、好ききらいをへ

らすきっかけにもなる

イ　自分で量を選べるようにする

・少なめ・ふつう・多めから、自分で量を

選ぶ

・一人一人に合った量になり、食べ残しを

へらせる

【資料1】給食の食べ残しの割合（ク

ラス平均）
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【資料2】給食について困っているこ
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解答例・指導のポイント 給食の量は「全員同じ」か「自分で選べる」か、どちらがよいか？

解答例１

資料1を見ると、量を選べた月の食べ残しは八パーセントで、全員同じ量の月の十八パーセントより、大きくへっていることがわかります。また資料2からは、量が多く

て食べきれない人と、少なくて足りない人の、両方がいることが読み取れます。

わたしは、イの自分で量を選べるようにする案がよいと考えます。なぜなら、資料2のように、ちょうどよい量は人によってちがうからです。自分に合った量を選べれ

ば、資料1のように食べ残しもへり、みんなが気持ちよく食べられると思います。

解答例２

資料2を見ると、量が「ちょうどよい」人も三割ほどいることがわかります。資料1では、量を選べると食べ残しはへりますが、選ぶのに時間がかかり、配るのが遅くな

ることも考えられます。

わたしは、アの全員同じ量にする案がよいと考えます。全員同じなら、配るのが早く、公平だからです。また、いつもは残す苦手なものも、少しずつ食べる練習になり

ます。食べきれないときは、先生に減らしてもらうようにすれば、食べ残しはへらせると思います。

指導のポイント

第一段落は資料の事実。資料1（食べ残しの割合の差）と資料2（困りごとの割合）を引用できているかを見る。

第二段落は立場＋理由。イ＝一人一人に合う・残食減、ア＝公平・早い・食育。どちらも資料と結びついていれば正解。

形式（八〜十行・二段落・◆）を内容より先に確認する。
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